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本
康
宏
史
著

『
軍
都
の
慰
霊
空
間

　

―

国
民
統
合
と
戦
死
者
た
ち―

』

菅 　
　

浩 

二

　

著
者
の
本
康
氏
は
、石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員
と
し
て
地
元
・

金
沢
の
歴
史
研
究
に
従
事
す
る
と
共
に
、
近
現
代
史
に
対
す
る
問
題

関
心
を
日
本
・
東
ア
ジ
ア
へ
と
展
開
し
て
ゐ
る
方
で
あ
る
。
本
書
は
、

氏
が
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
発
表
し
た
論
考
を
柱
に
、
平
成
十
四
年

に
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

翌
平
成
十
五
年
に
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
よ
り
共
同
研
究
成

果
報
告
書
と
し
て
『
近
現
代
の
戦
争
に
関
す
る
記
念
碑
』
が
刊
行
さ

れ
て
ゐ
る
。
本
康
氏
は
同
博
物
館
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
一
連
の
近
現

代
の
戦
争
を
め
ぐ
る
共
同
研
究
に
も
参
加
し
て
ゐ
る
。「
あ
と
が
き
」

等
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
氏
の
、
城
下
町
か
ら
軍
事
都
市
へ
の
変
遷
と

い
ふ
金
沢
へ
の
都
市
史
的
関
心
か
ら
出
発
し
、
こ
の
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
の
共
同
研
究
や
、
中
京
大
学
の
檜
山
幸
夫
氏
ら
に
よ
る
台
湾

総
督
府
文
書
目
録
編
纂
へ
の
参
加
を
通
じ
視
角
を
拡
げ
た
成
果
の
や

う
で
あ
る
。
こ
の
視
角
の
拡
大
は
、
内
容
的
に
は
表
題
に
も
見
ら
れ

る
「
軍
都
」
と
い
ふ
概
念
設
定
に
よ
り
、
金
沢
・
石
川
県
下
の
事
例

と
他
の
都
市
・
地
域
と
の
「
比
較
軍
都
論
」
へ
の
問
題
意
識
の
展
開

に
反
映
し
て
ゐ
る
。

　

更
に
か
う
し
た
展
開
か
ら
、
本
書
で
は
「
慰
霊
空
間
」
と
い
ふ
視

点
に
関
は
つ
て
は
、
陸
軍
墓
地
、
招
魂
社
・
護
国
神
社
、
銅
像
型
慰

霊
碑
、
忠
魂
碑
、
忠
霊
塔
等
実
に
多
く
の
事
例
を
、
都
市
の
機
能
的

発
展
や
人
々
の
動
向
、
民
俗
信
仰
と
「
軍
国
信
仰
」
に
も
注
目
す
る

事
で
幅
広
く
対
象
と
し
て
論
じ
て
ゐ
る
。
ま
た
本
書
は
、
北
白
川
宮

能
久
親
王
の
奉
斎
、
神
紋
の
制
定
を
軸
に
、
台
湾
神
社
創
建
過
程
に

も
一
章
を
割
い
て
ゐ
る
。
能
久
親
王
は
日
清
戦
争
停
戦
後
に
、
台
湾

接
収
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
近
衛
師
団
司
令
官
と
し
て
、
現
地
武
装
勢

力
以
上
に
猛
威
を
振
る
つ
た
風
土
病
に
よ
り
薨
去
さ
れ
た
皇
族
軍
人

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
主
題
に
関
は
る
史
実
の
、
史
料
に
即
し
た
地

道
か
つ
幅
広
い
検
証
と
い
ふ
点
で
、
本
書
は
着
実
な
歴
史
学
的
研
究

を
積
み
重
ね
た
成
果
で
あ
る
と
い
へ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
評
者
は
宗
教
学
を
専
攻
し
て
を
り
、
特
に
近
代
国
家
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
宗
教
の
関
係
に
関
心
を
寄
せ
て
ゐ
る
。
本
書
よ

り
後
の
出
版
で
あ
る
が
、台
湾
神
社
に
つ
い
て
は
評
者
も
、拙
著
『
日

本
統
治
下
の
海
外
神
社―

朝
鮮
神
宮
・
台
湾
神
社
と
祭
神
』（
弘
文
堂
）

に
詳
述
し
た
。
特
に
本
書
と
関
は
る
論
題
と
し
て
は
、「
輪
王
寺
宮
」

書

評
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と
し
て
戊
辰
戦
争
当
時
に
列
藩
同
盟
盟
主
と
な
ら
れ
た
前
半
生
を
も

含
め
、
能
久
親
王
の
数
奇
な
ご
生
涯
が
現
代
の
「
日
本
武
尊
」
と
し

て
明
治
中
期
の
日
本
社
会
に
与
へ
た
印
象
に
つ
い
て
、
些
か
の
考
察

を
加
へ
た
。
し
か
し
評
者
は
元
来
歴
史
学
の
徒
で
は
な
く
、
軍
事
の

問
題
に
特
に
注
目
し
て
ゐ
る
訳
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
評
者
は
、

本
書
の
大
部
分
を
占
め
る
関
連
史
実
の
指
摘
に
関
し
て
は
、
右
の
台

湾
神
社
の
問
題
を
除
け
ば
ほ
ぼ
、
先
行
研
究
や
史
料
に
即
し
て
批
評

を
行
ふ
ほ
ど
の
知
識
を
持
た
ず
、
教
へ
ら
れ
る
事
の
み
が
多
か
つ
た
。

従
つ
て
本
書
に
対
す
る
評
者
の
視
座
は
、
制
限
さ
れ
た
も
の
で
し
か

あ
り
得
な
い
事
を
ま
づ
断
つ
た
上
で
、
所
感
を
述
べ
た
い
と
思
ふ
。

　

本
書
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

序
論　
「
慰
霊
」
の
場
を
め
ぐ
っ
て―

軍
事
都
市
と
死
の
ト
ポ
ス

　

Ⅰ　
「
軍
都
」
論
と
「
慰
霊
空
間
」

　
　

一　
「
軍
都
」
論

　
　

二　
「
城
下
町
」
か
ら
「
軍
都
」
へ

　
　

三　
「
軍
都
」
に
お
け
る
「
慰
霊
空
間
」
の
諸
相

　

Ⅱ　
「
招
魂
」
の
空
間

　
　

一　

招
魂
社
の
創
設
と
招
魂
祭

　
　

二　

明
治
紀
念
標
の
建
設

　
　

三　

招
魂
社
の
変
遷

　
　

四　

護
国
神
社
の
創
設
と
展
開

　
　

補
論　

台
湾
神
社
の
創
建

　

Ⅲ　
「
慰
霊
」
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

　
　

一　

陸
軍
墓
地
の
創
設
と
展
開

　
　

二　

忠
霊
塔
及
び
忠
魂
堂
建
設
運
動

　
　

三　
「
慰
霊
空
間
」
と
民
衆
意
識

　

本
書
刊
行
よ
り
既
に
五
年
余
を
経
て
を
り
、
こ
の
間
に
、
本
書
を

も
踏
ま
へ
た
学
術
各
方
面
の
問
題
意
識
の
深
化
も
進
ん
だ
と
思
は
れ

る
。
特
に
平
成
十
三
年
以
降
の
靖
国
神
社
へ
の
首
相
参
拝
、
同
年

の
「
追
悼
・
平
和
祈
念
の
た
め
の
記
念
碑
等
施
設
の
在
り
方
を
考
え

る
懇
談
会
」
の
発
足
等
も
あ
り
、
本
書
刊
行
に
前
後
す
る
政
治
・
経

済
・
宗
教
界
の
動
向
や
国
際
情
勢
と
も
関
連
し
て
、
学
術
方
面
の
み

な
ら
ず
商
業
媒
体
等
で
も
戦
没
者
と
慰
霊
・
追
悼
を
め
ぐ
る
論
議
が

盛
ん
に
行
は
れ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
本
書
を
含
め
、
日
本

国
内
で
の
近
年
の
か
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
は
、
既
に
藤
田
大
誠

氏
が
「
日
本
に
お
け
る
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
研
究
の
現
状
と
課
題
」

（『
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
十
二
号　

平
成
十
九
年
三
月　

所
収
）

と
し
て
網
羅
的
に
ま
と
め
て
を
り
、
参
考
に
な
る
。
ま
た
い
は
ゆ
る

Y
asukuni Issue

やW
ar M

em
orial

に
関
は
る
日
本
社
会
の
動

向
は
、
当
然
な
が
ら
海
外
の
研
究
者
・
言
論
人
も
注
目
す
る
所
と
な

つ
て
を
り
、
評
者
が
現
在
滞
在
す
る
米
国
で
も
、
東
ア
ジ
ア
・
日
本

関
連
研
究
者
に
よ
る
個
人
や
共
同
で
の
研
究
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

　

か
う
し
た
国
内
外
の
研
究
動
向
の
中
で
、
今
現
在
の
評
者
の
問
題

意
識
は
「
国
家
神
道
」
概
念
の
有
効
性
と
限
界
性
を
、
学
術
的
に
見
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究
め
る
こ
と
に
あ
る
。
元
来
こ
の
概
念
は
、
基
本
的
に
は
政
策
上
の

必
要
性
か
ら
、
帰
納
論
的
な
包
括
的
範
疇
と
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
。

平
た
く
言
へ
ば
、
行
政
上
の
都
合
に
よ
り
、
あ
る
範
囲
の
現
象
を
大

ま
か
に
捉
へ
る
た
め
に
想
定
さ
れ
、
そ
の
や
う
に
名
づ
け
ら
れ
た
所

に
始
ま
る
。
当
然
、
無
内
容
な
概
念
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
包
含
す
る
処
は
、
戦
後
の
諸
研
究
の
成
果
に
よ
り
余
り
に
も
肥
大

化
し
た
。皮
肉
に
も
そ
の
結
果
、文
脈
に
よ
つ
て
は
こ
の「
国
家
神
道
」

概
念
を
用
ゐ
る
事
自
体
が
、
あ
る
種
の
信
念
、
読
者
側
の
予
断
的
理

解
に
寄
り
か
か
つ
た
循
環
論
法
を
呼
び
込
む
事
態
が
生
じ
た
。
言
ひ

換
へ
れ
ば
現
状
で
は
、「
国
家
神
道
」
の
語
を
用
ゐ
る
用
ゐ
な
い
に

関
は
ら
ず
、
こ
の
包
括
的
範
疇
を
想
定
し
た
演
繹
が
、
意
見
の
異
な

る
者
同
士
の
対
話
が
不
可
能
な
、
閉
塞
状
況
を
作
り
出
し
て
ゐ
る
事

を
意
味
す
る
。

　

こ
の
や
う
な
閉
塞
状
況
は
、
あ
る
人
々
に
と
つ
て
は
既
存
の
「
自

陣
営
」
内
部
で
の
政
治
的
発
言
力
を
強
め
る
に
は
都
合
が
良
い
か
も

知
れ
な
い
。
現
実
に
、
近
年
も
「
靖
国
問
題
」
に
つ
い
て
、
著
者
が

単
に
自
分
の
視
点
を
略
述
し
た
書
籍
が
広
く
流
布
す
る
現
象
も
起
き

て
ゐ
る
や
う
だ
。
だ
が
そ
も
そ
も
、
史
実
の
検
証
と
、
そ
の
相
互
関

連
性
の
検
討
に
立
脚
す
る
と
い
ふ
当
然
の
学
術
的
作
法
に
も
至
ら
ず
、

「
他
者
」
と
の
邂
逅
そ
の
物
を
拒
否
し
た
（
有
体
に
い
へ
ば
知
的
誠
実

さ
に
欠
け
た
）
こ
の
種
の
著
作
物
が
、
各
「
陣
営
」
そ
の
物
の
再
規

定
を
迫
る
迫
力
に
欠
け
て
ゐ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

こ
の
閉
塞
状
況
を
破
る
べ
く
「
陣
営
」
を
越
え
出
た
議
論
の
共
通
基

盤
を
求
め
る
知
的
努
力
、
及
び
そ
の
基
盤
づ
く
り
の
為
の
史
料
の
探

求
・
史
実
の
検
証
な
ど
の
作
業
も
、
地
道
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
地
道
な
営
為
は
、
そ
れ
に
従
事
す
る
人
々
の
知
的
誠
実
さ

を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
は
、こ
の
「
地
道
な
営
為
」

の
う
ち
、
史
実
の
検
証
に
向
け
て
の
誠
実
な
努
力
と
し
て
評
価
さ
れ

る
べ
き
成
果
で
あ
ら
う
。
だ
が
反
面
、
右
の
や
う
な
評
者
の
問
題
意

識
よ
り
見
れ
ば
、
本
書
は
そ
の
参
考
史
料
・
文
献
の
膨
大
さ
、
史
実

の
緻
密
な
指
摘
と
は
裏
腹
に
、
全
体
の
論
旨
を
補
強
す
る
た
め
に
用

ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
概
念
に
、
見
え
に
く
い
点
が
非
常
に
多
い
。

　
「
国
民
統
合
」
と
「
戦
死
者
」
の
具
体
的
扱
ひ
方
の
関
連
性
を
、

近
代
史
上
の
現
象
を
追
ひ
つ
つ
検
証
す
る
こ
と
は
、
副
題
に
も
あ
る

通
り
本
書
の
主
題
の
ひ
と
つ
で
あ
ら
う
。
具
体
的
に
は
、
戦
没
者
の

霊
魂
、
即
ち
共
同
体
に
と
つ
て
の
い
は
ば
〈
不
在
の
存
在
〉
へ
の
対

応
が
、「
国
民
」
の
創
出
と
動
員
の
過
程
で
ど
の
や
う
な
役
割
を
果

た
し
た
の
か
。
本
書
の
基
盤
に
は
、
具
体
的
な
「
慰
霊
空
間
」
の
成

立
と
構
成
に
結
晶
し
た
こ
の
過
程
を
考
察
す
る
、
と
の
視
点
が
あ
る

と
思
は
れ
る
。
特
に
こ
の
点
で
は
、本
書
は
「
慰
霊
空
間
」
の
景
観
・

位
相
の
考
察
に
加
へ
、
神
道
史
や
民
俗
学
的
霊
魂
観
に
も
視
野
を
及

ぼ
し
、
単
な
る
史
実
の
指
摘
以
上
の
奥
行
き
を
示
し
て
ゐ
る
。
一
方

で
、
著
者
は
「
国
家
神
道
」
に
も
関
心
が
強
い
や
う
だ
が
、
こ
の
点

で
評
者
と
し
て
は
ま
づ
以
て
、
稀
な
が
ら
本
書
の
要
所
に
登
場
す
る
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「
国
家
神
道
」
の
語
が
一
体
何
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
か
、
大
変
気
に

な
る
。
本
書
の
序
論
（
二
頁
）
に
「
国
家
神
道
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ

た
戦
前
期
の
日
本
に
あ
っ
て
は
」
の
表
現
が
あ
り
、
最
終
章
（
三
〇

六
頁
）
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
で
始
ま
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
本
書
全

体
の
終
結
部
に
当
た
る
三
四
四
頁
に
「
軍
隊
を
軸
と
し
た
「
祈
願
」

と
「
慰
霊
」
の
展
開
、
す
な
わ
ち
国
家
神
道
の
浸
透
は
…
都
市
の
民

衆
を
総
力
戦
体
制
の
枠
に
再
編
成
し
て
い
っ
た
」
と
あ
る
。
本
書
も

影
響
を
受
け
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
村
上
重
良
氏
の
「
国
家
神
道
」
論

に
典
型
的
な
循
環
論
法
は
、
初
め
に
広
範
囲
な
包
括
概
念
＝
「
国
家

神
道
」
を
立
て
て
置
き
な
が
ら
、
そ
の
包
括
概
念
の
具
体
的
展
開
と

し
て
個
別
内
容
の
歴
史
を
説
明
し
、
包
括
概
念
の
「
完
成
」
に
よ
り

そ
の
歴
史
が
完
結
す
る
（
但
し
現
代
の
視
点
か
ら
の
総
合
的
包
括
概
念
な

の
だ
か
ら
、
論
理
的
に
は
当
然
、
初
め
か
ら
「
完
成
」
し
て
ゐ
る
）
と
い

ふ
も
の
で
あ
る
。
著
者
も
同
様
の
論
理
構
造
で
、
本
書
の
歴
史
記
述

全
体
で
、
所
与
の
包
括
概
念
た
る
「
国
家
神
道
」
の
内
容
の
一
端
を

示
す
、
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
で
あ
れ
ば
、
本
書
の
記
述

が
多
く
の
史
実
を
指
摘
し
て
ゐ
て
も
、
否
、
多
く
の
史
実
を
含
め
ば

含
む
ほ
ど
、
皮
肉
に
も
こ
こ
か
ら
何
か
を
「
国
家
神
道
」
の
問
題
と

し
て
演
繹
し
よ
う
と
す
る
事
が
、
上
述
の
如
き
不
毛
な
循
環
論
法
に

通
じ
、
結
果
的
に
考
察
の
不
徹
底
、
閉
塞
状
況
を
招
く
。
こ
の
危
険

性
に
は
、
読
者
も
十
分
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
「
国
民
」
の
創
出
・
動
員
と
近
現
代
日
本
の
戦
争
の
関
は
り
に
つ

い
て
は
、
評
者
の
観
点
か
ら
は
、
ご
く
大
ま
か
に
は
国
民
国
家
創
出

過
程
で
の
内
戦
（
戊
辰
・
西
南
戦
争
）、
列
強
に
伍
す
る
過
程
で
の
対

外
戦
争
（
日
清
・
日
露
戦
争
）、
そ
し
て
既
存
の
世
界
秩
序
と
の
対
決

を
掲
げ
た
総
力
戦
（
大
東
亜
戦
争
）
の
段
階
が
想
定
で
き
る
。
本
書

の
考
察
も
、
さ
う
し
た
諸
段
階
に
対
応
し
た
「
民
衆
統
合
」、
言
ひ

換
へ
れ
ば
「
統
合
」
に
よ
り
「
民
衆
」
か
ら
「
国
民
」
が
創
り
出
さ

れ
て
行
く
過
程
を
、
個
々
の
史
実
か
ら
丹
念
に
読
み
取
ら
う
と
し
て

ゐ
る
。
そ
の
姿
勢
自
体
は
評
価
で
き
る
が
、
で
は
そ
れ
ら
の
諸
段
階

を
通
じ
て
、
本
書
の
随
所
に
登
場
す
る
「
民
衆
」
と
は
何
だ
ら
う
か
。

政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
帯
び
た
「
国
民
」
に
対
す
る
価
値
中
立
的

な
所
与
の
人
間
集
団
と
し
て
「
民
衆
」
を
想
定
し
、
そ
れ
を
右
の
や

う
な
諸
段
階
を
通
じ
た
実
体
と
し
て
措
定
し
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
。

し
か
し
、
従
来
の
「
民
衆
史
」
研
究
の
問
題
設
定
を
、
著
者
の
視
点

か
ら
の
説
明
を
欠
い
た
ま
ま
援
用
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
余

り
に
安
易
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
民
衆
」
自
体
が
既
に
、「
国
民
」
同
様
に
何

ら
か
の
「
我
ら
」
と
い
ふ
意
識
の
思
弁
的
拡
大
物
だ
か
ら
で
あ
る
。

評
者
は
、
国
家
行
為
と
し
て
の
戦
争
、
そ
し
て
そ
の
結
果
「
他
者
」

に
よ
つ
て
命
を
奪
は
れ
た
負
の
存
在
＝
戦
没
者
を
「
我
ら
」
の
も
の

と
捉
へ
る
段
階
で
、
既
に
「
民
衆
」
か
ら
「
国
民
」
へ
の
筋
道
は
用

意
さ
れ
て
ゐ
る
、
と
考
へ
る
。
こ
の
場
合
「
我
ら
」
は
、
直
接
の
近

親
者
、
地
縁
・
血
縁
等
の
生
活
共
同
性
か
ら
、
本
書
が
注
目
し
て
ゐ
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る
都
市
や
軍
隊
、
そ
し
て
「
階
級
」
や
国
家
、
ひ
い
て
は
「
人
類
」

「
被
造
物
」
ま
で
、
種
々
の
単
位
を
取
り
得
る
。
従
つ
て
こ
の
意
味

で
「
統
合
」
に
つ
い
て
考
へ
る
な
ら
ば
、「
我
ら
」
と
い
ふ
意
識
が

常
に
、
何
ら
か
の
「
他
者
（
た
ち
）」
と
の
相
互
関
係
に
よ
り
成
立

す
る
事
実
に
立
脚
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
為
す
べ
き
は
む
し
ろ
、

当
初
は
個
別
の
「
我
ら
」
の
外
側
に
あ
り
、「
我
ら
」
を
戦
争
へ
動

員
す
る
近
代
的
「
国
家
」
な
る
枠
組
が
、
徐
々
に
「
我
ら
」
と
一
体

化
し
て
行
く
動
態
的
過
程
を
、「
慰
霊
空
間
」
の
個
々
の
歴
史
の
連

関
性
の
中
に
読
み
込
む
こ
と
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。

　

こ
の
点
で
は
「
国
家
」
の
拡
大
に
よ
り
、
新
た
に
異
民
族
を
も

「
我
ら
」
の
中
へ
と
「
統
合
」
し
て
行
く
過
程
と
し
て
、
対
外
戦
争

に
よ
り
獲
得
し
た
植
民
地
で
あ
る
台
湾
の
事
例
に
注
目
し
よ
う
と
し

た
、
著
者
の
意
図
そ
の
物
は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書

で
は
第
Ⅱ
部
に
於
い
て
「
日
本
武
尊
と
「
天
皇
の
軍
隊
」」
と
い
ふ

一
節
を
設
け
る
な
ど
日
本
武
尊
へ
の
注
目
が
見
ら
れ
る
に
も
関
は
ら

ず
、
能
久
親
王
に
日
本
武
尊
が
重
ね
ら
れ
た
事
が
、
台
湾
神
社
創
建

の
原
動
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
事
実
が
、
全
く
見
落
と
さ
れ
て
ゐ
る
の

は
惜
し
ま
れ
る
。
更
に
こ
の
点
と
も
関
は
つ
て
、
本
書
は
祭
神
と
し

て
の
能
久
親
王
に
つ
い
て
、
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
「
天
皇
イ
メ
ー

ジ
の
「
ミ
ニ
マ
ム
な
表
徴
」」
と
し
て
事
足
れ
り
と
す
る
、
極
め
て

皮
相
な
見
解
に
留
ま
つ
て
ゐ
る
。
異
民
族
統
治
の
守
護
神
と
し
て
の

性
格
に
投
影
さ
れ
て
行
く
、
そ
の
重
層
的
な
象
徴
性
に
は
全
く
視
線

を
及
ぼ
し
て
は
ゐ
な
い
。

　
「
銅
像
化
」
や
日
本
武
尊
が
象
徴
す
る
も
の
へ
の
考
察
も
含
め
て
、

皇
族
の
御
存
在
・
御
生
涯
が
、天
皇
御
自
身
と
共
に「
天
皇
イ
メ
ー
ジ
」

を
形
成
す
る
と
の
論
旨
は
理
解
で
き
る
。
だ
が
、で
は
そ
の「
イ
メ
ー

ジ
」
と
は
何
な
の
か
。
そ
し
て
近
代
的
な
「
天
皇
イ
メ
ー
ジ
」
な
る

物
に
投
影
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、「
我
ら
」
の
何
で
あ
り
得
、
何
で

あ
り
得
な
い
の
か
。
近
代
日
本
に
あ
つ
て
は
明
ら
か
に
「
国
民
統
合

と
戦
死
者
た
ち
」
の
関
は
り
の
極
限
に
位
置
す
る
で
あ
ら
う
、
こ

の
「
イ
メ
ー
ジ
」
の
象
徴
性
と
「
慰
霊
空
間
」
の
社
会
的
関
係
性
に

つ
い
て
は
、
当
然
、
本
書
の
主
題
「
統
合
」
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
残
念

な
が
ら
た
だ
史
実
と
先
行
研
究
が
並
ん
で
ゐ
る
だ
け
で
、
独
自
の
考

察
と
し
て
は
殆
ど
見
る
べ
き
点
が
な
い
。
こ
の
辺
り
に
も
本
書
に
は
、

不
用
意
に
「
国
家
神
道
」
概
念
の
包
括
性
を
史
的
前
提
と
す
る
事
が

も
た
ら
す
、
循
環
的
論
理
構
造
の
影
響
が
見
ら
れ
る
や
う
に
思
は
れ

る
。（
な
ほ
「
銅
像
化
」
に
関
し
て
は
、
本
書
よ
り
後
に
な
る
が
、
津
城
寛

文
氏
が
「
天
皇
の
銅
像―

物
質
化
の
た
め
ら
い
」（『〈
公
共
宗
教
〉
の
光
と
影
』

春
秋
社　

所
収
）
の
中
で
、
天
皇
の
民
衆
・
国
民
の
視
線
の
前
へ
の
「
現
わ

れ
方
」
の
点
か
ら
「
近
代
と
葛
藤
す
る
古
代
的
な
祭
司―

王
」
と
い
ふ
視
点
で
、

興
味
深
い
考
察
を
し
て
ゐ
る
。）

　

こ
の
他
、
本
書
は
昭
和
十
四
年
の
護
国
神
社
の
創
設
と
展
開
、
及

び
同
時
期
の
忠
霊
塔
建
設
運
動
な
ど
の
経
緯
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
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史
料
を
用
ゐ
て
記
述
し
て
ゐ
る
。
著
者
は
護
国
神
社
と
忠
霊
塔
、
両

者
の
「
微
妙
な
関
係
」（
二
九
一
頁
）
を
認
識
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
も

拘
ら
ず
、
忠
霊
塔
建
設
に
積
極
的
な
仏
教
界
と
、
靖
国
神
社
・
護
国

神
社
の
意
義
を
薄
め
る
も
の
と
見
て
消
極
的
な
神
社
界
の
確
執
が
、

以
後
大
東
亜
戦
時
中
ま
で
続
く
、
い
は
ゆ
る
「
神
仏
抗
争
」
に
つ
い

て
は
触
れ
て
ゐ
な
い
。
本
書
の
主
題
か
ら
す
れ
ば
、「
国
民
統
合
と

戦
死
者
」
に
直
接
関
は
る
宗
教
間
の
主
導
権
を
、
ま
た
死
生
観
を
め

ぐ
る
論
争
と
し
て
、
こ
の
「
抗
争
」
に
は
注
目
す
べ
き
で
は
な
か
つ

た
か
と
思
は
れ
る
。
ま
さ
か
「
国
家
神
道
」
の
語
の
前
に
、
問
題
意

識
が
か
き
消
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
が
、
考
察
の
不
徹
底
は
こ
こ

で
も
否
め
な
い
だ
ら
う
。

　

評
者
の
個
人
的
な
関
心
に
従
つ
て
や
や
辛
口
の
批
評
を
行
つ
た

が
、
こ
こ
で
述
べ
た
や
う
な
諸
々
の
問
題
意
識
は
、
い
づ
れ
も
こ
の

分
野
に
お
け
る
近
年
の
学
術
的
深
化
に
評
者
が
触
発
を
受
け
て
持
ち

得
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
評
者
の
批
判
自
体
が
、
本
書
が

果
た
し
た
業
績
の
一
端
に
負
つ
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
、
あ
る
種
の
「
循

環
」
構
造
が
こ
こ
に
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
初
め
に
述

べ
た
通
り
、
本
書
は
、
主
題
に
関
連
す
る
史
実
の
指
摘
と
い
ふ
点
で

は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
を
り
、
豊
富
な
註
・
参
考
文
献
は
、
関
連

史
料
を
求
め
る
際
の
手
引
に
も
な
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
者
に
と
つ

て
、
必
携
の
書
で
あ
る
事
は
間
違
ひ
な
い
だ
ら
う
。

　
（�

吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
四
年
二
月
、
Ａ
５
判
、
三
五
八
頁
、
本

体
八
〇
〇
〇
円
）
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学
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